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近年、特に外国船社が運航するクルーズ客船の寄港回数が急増しており、2015 年には

全国津々浦々104 港に 965 回、邦船を含めると 1,452 回を記録。併せて、クルーズ船によ

る外国人入国者数も百万人を超えたため、2016 年 3 月 30 日の「明日の日本を支える観光

ビジョン構想会議」（議長：内閣総理大臣）においては、2020 年に訪日クルーズ旅客数

を 500 万人とする目標値が設定されたところです。 
国土交通省港湾局においてもクルーズ振興を通じた地方創生の観点より本省等に情報

案内等のセクションを新設、物流港湾に超大型クルーズ船受入の係船柱を設置するなどソ

フト・ハード両面の施策を実施しています。 
この環境下、全国の誘致港湾の間で競争が激化しており、寄港時の対応がより重要と認

識している。併せて 2013（平成 25 年）年 4 月 15 日に発足した「伏木港クルーズ客船歓

迎クラブ」の活性化方策として、市民視点による伏木港の魅力再発見、市民の「港湾」に

対する理解度の向上を目的とする同クラブ会員を対象に国土交通省北陸地方整備局の港

湾業務艇「なごかぜ」に乗船し海上見学会を下記のとおり実施します。 
 
記 

 
１ 開催日時 平成 28 年 9 月 6 日（火） 「飛鳥Ⅱ」入港日 
       内容は別添「実施要領」参照 
 
２ 対  象 伏木港クルーズ客船歓迎クラブ会員 28 名（抽選済） 
 
３ そ の 他 ・ライフジャケットは船内装備品が使用できます。 

・荒天等やその他の理由により中止することがあります。 
・乗船取材を希望される場合は、問い合わせ先まで申し出ください。 
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クルーズ客船の海上見学実施要領 

 

１．概要 

平成 25 年 4 月 15 日に発足した「伏木港クルーズ客船歓迎クラブ」の活性方策とし

て、限定募集した会員が北陸地方整備局の港湾業務艇「なごかぜ」に乗船、伏木に寄港

するクルーズ客船「飛鳥Ⅱ」を海上（港内）より見学するものとする。 

 

２．乗船会員 総計 28 名（14 名／回） 

 

３．実施日 

平成 28 年 9 月 6 日（火）「飛鳥Ⅱ」の入港日 

 ・1 回目 午後 1時 30 分～2時 30 分（受付：午後 1時 00 分～） 

 ・2 回目 午後 3時 00 分～4時 00 分（受付：午後 2時 30 分～） 

    北防波堤の港内側より万葉ふ頭岸壁前面に展開する。 

 

４．受付場所 伏木港万葉ふ頭（駐車中のマイクロバスが目印） 

      （受付終了後、マイクロバスで乗船場所へ移動） 

 

５．乗船・降船場所  北陸地方整備局伏木富山港湾事務所伏木分室 前面護岸 

（降船後、マイクロバスで万葉ふ頭に移動） 

 

６．その他 

・荒天等やその他の理由により中止することがある。 

・乗船者のライフジャケットは事務局にて準備する。 

・乗船者（クラブ会員及び添乗員）の保険は事務局負担とする。 

 

 

 

 

 

担当：伏木港海運振興会・伏木外港クルーズ船受入協議会 

        〒933-0104 高岡市伏木湊町 13-1（高岡市産業振興部みなと振興課内） 

電話 0766－44－0484 

 

 


